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■
山
本
農
林
大
臣
新
木
場
視
察

～
東
京
木
材
市
場
他
～

平
成
29
年
01
月
19
日
（
木
）
午
後
に
山
本
有

二
農
林
水
産
大
臣
及
び
今
井
敏
林
野
庁
長
官
等

農
林
水
産
省
幹
部
が
、
新
木
場
を
視
察
し
、
木

材
業
界
幹
部
と
意
見
交
換
等
を
行
っ
た
。
木
材

（
原
木
・
製
品
）
流
通
の
現
状
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
た
め
、
木
材
会
館
（
木
材
産
業
関
係

者
と
の
懇
談
）、
木
材
市
場
及
び
木
材
・
合
板

博
物
館
を
視
察
す
る
と
い
う
趣
旨
。
山
本
大
臣

一
行
は
、最
初
に
新
木
場
の
木
材
会
館
を
訪
れ
、

吉
条
良
明
都
木
連
会
長
（
全
木
連
会
長
）、
島

田
泰
助
全
木
連
副
会
長
、
市
川
英
治
都
木
連
副

会
長（
全
市
連
会
長
）等
と
木
材
業
界
の
現
状
・

課
題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
引
き
続

き
、
吉
条
会
長
の
案
内
で
内
外
装
に
国
産
材
を

多
用
し
た
木
材
会
館
を
内
覧
し
た
。
地
元
選
出

の
秋
元
司
衆
議
院
議
員
も
同
行
し
た
。そ
の
後
、

東
京
木
材
市
場
（
株
）（
市
川
英
治
社
長
）
に

移
動
し
、
市
川
社
長
の
説
明
で
林
場
に
並
ぶ
製

材
品
を
興
味
深
げ
に
視
察
さ
れ
た
。
大
臣
か
ら

は
、
林
場
に
並
ぶ
製
材
品
に
つ
い
て
の
質
問
の

他
、
大
臣
の
地
元
産
材
等
が
話
題
と
な
っ
た
。

そ
の
場
に
は
早
川
金
光
全
買
連
会
長
も
同
席
し

た
。
最
後
に
、
一
行
は
木
材
・
合
板
博
物
館
を

訪
れ
、
視
察
を
終
了
し
た
。
最
近
の
農
林
大
臣

の
新
木
場
視
察
は
、
一
昨
年
に
続
き
２
度
目
。

■
日
欧
経
済
連
携
協
定（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）

交
渉昨

年
12
月
に
な
っ
て
急
に
表
面
化
し
た
日
本

と
Ｅ
Ｕ
の
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
交
渉
が

2
月
に
か
け
大
筋
合
意
へ
の
協
議
が
進
め
ら
れ

る
。
政
治
主
導
で
の
流
が
予
想
さ
れ
る
。
自
由

民
主
党
で
は
、
農
林
水
産
物
の
重
要
品
目
と
し

て
、
豚
肉
、
乳
製
品
等
と
並
び
Ｓ
Ｐ
Ｆ
製
材
及

び
構
造
用
集
成
材
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
日
本

に
と
っ
て
Ｅ
Ｕ
は
Ｓ
Ｐ
Ｆ
製
材
、
構
造
用
集
成

材
（
関
税
率
3
・
9
％
）
及
び
パ
ー
テ
ィ
ク
ル

ボ
ー
ド
（
同
5
・
0
～
6
・
0
％
）
の
最
大
の

輸
入
先
。交
渉
の
ポ
イ
ン
ト
は
輸
入
Ｏ
Ｓ
Ｂ（
同

5
・
0
～
6
・
0
％
）
を
含
め
た
こ
れ
ら
品
目

の
関
税
削
減
あ
る
い
は
撤
廃
と
な
る
。
こ
れ
ら

と
競
合
す
る
ス
ギ
集
成
材
及
び
ス
ギ
Ｋ
Ｄ
材
並

び
に
国
産
ス
ギ
合
板
へ
の
影
響
、
ひ
い
て
は
山

元
立
木
価
格
等
林
業
木
材
業
界
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
交

渉
の
行
方
を
注
意
深
く
見
守
る
必
要
が
あ
る
。

■
平
成
29
年
度
予
算
概
案
閣
議

決
定
（
林
野
庁
関
連
予
算
）

昨
年
12
月
22
日
、
国
は
平
成
29
年
度
当
初
予

算
案
を
閣
議
決
定
し
た
。

林
野
庁
関
係
予
算
は
対
前
年
度
比
１
０
０
・

8
％
の
2
、９
５
６
億
円
で
、
28
年
度
補
正
予

算
と
29
年
度
当
初
予
算
合
計
で
は
、
前
年
度

（
27
年
度
補
正
と
28
年
度
当
初
）
比
４
５
３
億

円
増
と
な
っ
た
。
一
般
公
共
事
業
は
1
、８
０

０
億
円
、
内
森
林
整
備
事
業
費
1
、２
０
３
億

円
、
非
公
共
事
業
は
、
次
世
代
林
業
基
盤
づ
く

り
交
付
金
が
70
億
円
（
対
前
年
度
比
＋
9
億

円
）、
林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事

業
（
10
億
円
）
が
認
め
ら
れ
、
全
国
で
10
箇
所

程
度
の
モ
デ
ル
地
域
が
選
定
さ
れ
る
。

川
下
対
策
を
中
心
に
主
な
も
の
を
ト
ッ
ピ
ク

ス
的
に
紹
介
す
る
と
、
以
下
の
と
お
り
。

①
森
林
・
林
業
再
生
基
盤
づ
く
り
交
付
金

国
産
材
の
安
定
的
・
効
率
的
な
供
給
等
を
図

る
た
め
、
木
造
公
共
建
築
物
、
木
材
加
工
流
通

施
設
、
高
性
能
林
業
機
械
の
整
備
等
を
支
援

②
次
世
代
木
材
生
産
・
供
給
シ
ス
テ
ム
構
築
事

業
用
途
別
に
需
要
に
的
確
に
対
応
で
き
る
木
材

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
す
る
た
め
、
間

伐
・
路
網
整
備
を
推
進

③
林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業
10

億
円川

上
か
ら
川
下
ま
で
の
事
業
者
が
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
で
つ
な
が
り
収
益
性
の
高
い
経
営
を

実
現
す
る
「
林
業
成
長
産
業
化
地
域
」
を
モ
デ

ル
的
に
選
定
し
、
地
域
が
提
案
す
る
明
確
な
ビ

ジ
ョ
ン
の
下
で
の
取
組
を
重
点
的
に
支
援

④
新
た
な
木
材
需
要
創
出
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

12
億
円
（
補
正
５
億
円
）

中
高
層
建
築
等
に
活
用
で
き
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
利

用
促
進
、
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど

新
た
な
製
品
・
技
術
の
開
発
・
普
及
の
加
速

化
、
地
域
材
の
利
用
拡
大
を
支
援

⑤
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
拡
大
（
新
た
な
木

材
需
要
創
出
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
施
）
４

億
円木

質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
拡
大
に
向
け
た
全
国
的

な
調
査
、
新
た
な
マ
テ
リ
ア
ル
利
用
の
促
進
に

向
け
た
技
術
開
発
等
を
支
援

⑥
合
板
・
製
材
生
産
性
強
化
対
策
（
補
正
３
３

０
億
円
）

大
規
模
・
高
効
率
の
加
工
施
設
の
整
備
、
当

（林場の視察） （市場会議室での懇談）
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施
設
へ
の
原
料
の
安
定
供
給
の
た
め
の
間

伐
・
路
網
整
備
等
を
支
援

⑦
シ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
緊
急
対
策
事
業　

２

億
円
（
補
正
１
億
円
）

シ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
が
深
刻
な
地
域
に
お

い
て
、
地
方
公
共
団
体
等
と
連
携
し
、
広
域
か

つ
緊
急
的
に
捕
獲
、
防
除
等
を
実
施

■
平
成
28
年
度
第
3
回
木
材
需

給
会
議
開
催

林
野
庁
は
平
成
28
年
12
月
16
日（
金
）に「
平

成
28
年
度
第
3
回
木
材
需
給
会
議
」を
開
催
し
、

「
主
要
木
材
の
需
給
見
通
し
（
平
成
29
年
第
1

四
半
期
及
び
平
成
29
年
第
2
四
半
期
）」
を
策

定
・
公
表
し
た
。

Ⅰ
．
見
通
し
の
要
点

１
．
平
成
29
年
第
1
四
半
期
（
1
～
3
月
）
の

需
要
は
、
合
板
及
び
構
造
用
集
成
材
は
前
年
同

期
に
比
べ
増
加
す
る
一
方
、
国
産
材
製
材
用
丸

太
は
前
年
同
期
と
同
程
度
で
、
国
産
材
合
板
用

丸
太
、
輸
入
丸
太
及
び
輸
入
製
材
品
は
、
前
年

同
期
に
比
べ
減
少
す
る
見
通
し
。

２
．
平
成
29
年
第
2
四
半
期
（
4
～
6
月
）
の

需
要
は
、
輸
入
丸
太
及
び
合
板
が
、
前
年
同
期

に
比
べ
増
加
す
る
一
方
、
国
産
材
製
材
用
丸
太

及
び
構
造
用
集
成
材
は
前
年
同
期
と
同
程
度

で
、
国
産
材
合
板
用
丸
太
及
び
輸
入
製
材
品
は

前
年
同
期
に
比
べ
減
少
す
る
見
通
し
。

３
．
平
成
28
年
度
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
、

景
気
の
緩
や
か
な
持
ち
直
し
を
反
映
し
て
前
年

度
に
比
べ
て
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

Ⅱ
．
平
成
28
年
度
第
3
回
木
材
需
給
会
議
の
意

見
等
の
概
要

１
．
経
済
情
勢

・
平
成
28
年
度
の
景
気
は
横
ば
い
圏
を
脱
し
、

年
度
末
に
か
け
て
緩
や
か
に
持
ち
直
し
て
い
く

と
見
込
ま
れ
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
前
年
比

＋
1
・
3
％
と
な
る
見
通
し
。

・
平
成
29
年
度
は
、
緩
や
か
な
景
気
回
復
が
続

く
見
込
み
で
、
雇
用
・
所
得
情
勢
の
改
善
が
続

く
一
方
で
物
価
が
上
昇
基
調
に
転
じ
、
個
人
消

費
の
伸
び
を
抑
制
す
る
が
、
世
界
経
済
の
回
復

を
背
景
に
輸
出
が
増
加
基
調
を
維
持
、
企
業
業

績
の
改
善
を
受
け
設
備
投
資
が
緩
や
か
な
増
加

基
調
に
転
じ
、
景
気
を
下
支
え
し
、
同
＋
1
・

0
％
と
な
る
見
通
し
。

２
．
住
宅
着
工

・
平
成
28
年
10
月
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
（
季

節
調
整
済
年
率
換
算
値
）
は
98
・
3
万
戸
で
２

０
１
６
年
2
月
以
降
、
１
０
０
万
戸
前
後
の
高

い
水
準
続
き
、
調
査
機
関
平
均
値
で
２
０
１
６

年
度
97
・
1
万
戸
の
予
測
、
２
０
１
７
年
度
の

新
設
住
宅
着
工
戸
数
（
見
通
し
）
は
、
同
93
・

5
万
戸
の
予
測
。

３
．
木
材
輸
出
動
向

・
平
成
28
年
の
1
月
～
10
月
累
計
の
木
材
輸
出

額
は
、
約
１
９
２
億
円
、
対
前
年
同
期
比
＋

3
・
0
％
。

・
品
目
別
に
は
、
丸
太
は
対
前
年
比
マ
イ
ナ
ス

3
・
6
％
、
製
材
品
は
同
＋
32
・
9
％
、
合
板

は
同
＋
68
・
6
％
等
。

・
国
別
に
は
、
中
国
約
72
億
円
、
対
前
年
同
期

比
＋
3
・
1
％
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
約
44
億
円
、
同

＋
59
・
5
％
、韓
国
は
同
マ
イ
ナ
ス
18
・
6
％
、

台
湾
は
同
マ
イ
ナ
ス
27
・
5
％
等
。

４
．
主
要
木
材
需
給
動
向

（
１
）
国
産
材
（
需
要
（
工
場
入
荷
））

①
製
材
用
丸
太

・
第
3
四
半
期
実
績
は
前
年
同
期
比
＋
4
・

5
％
、
第
4
四
半
期
は
同
マ
イ
ナ
ス
1
・
4
％

と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
平
成
29
年
第
1
四
半
期

及
び
第
2
四
半
期
は
前
期
並
み
推
移
と
思
わ
れ

主要木材の入荷量等の概要
（単位：千㎥ ,％）（括弧内は前年比又は前年同期比）

国産材丸太 輸入 
丸太

輸入 
製材品 合板 構造用 

集成材製材用 合板用

26年計（実績） 12,211 
（101）

3,191 
（106）

4,086 
（91）

6,430 
（84）

6,297 
（97）

2,137 
（95）

27年計（実績） 11,835 
（97）

3,358 
（105）

3,359 
（82）

6,132 
（95）

5,656 
（90）

2,030 
（95）

28年第 1 四半期 
実績

3,102 
（104）

912 
（111）

992 
（120）

1,600 
（110）

1,459 
（98）

499 
（107）

28年第 ２ 四半期 
実績

3,107 
（105）

971 
（115）

916 
（104）

1,642 
（103）

1,450 
（105）

555 
（109）

28年第 3 四半期 
実績

2,870 
（104）

857 
（110）

789 
（105）

1,639 
（107）

1,452 
（108）

572 
（98）

28年第 4 四半期 
見込み

3,100 
（99）

885 
（97）

918 
（102）

1,653 
（107）

1,495 
（103）

580 
（114）

28年計（見込み） 12,179 
（103）

3,625 
（108）

3,615 
（108）

6,534 
（107）

5,855 
（104）

2,206 
（109）

29年第 1 四半期 
見通し

3,100 
（100）

890 
（98）

865 
（87）

1,556 
（97）

1,506 
（103）

545 
（109）

29年第 ２ 四半期 
見通し

3,100 
（100）

900 
（93）

940 
（103）

1,616 
（98）

1,488 
（103）

560 
（101）

る
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
地

域
に
よ
っ
て
は
一
段
落
し
、
製
材
用
等
の
需
要

に
も
目
が
向
い
て
き
た
と
の
情
報
も
あ
る
。

②
合
板
用
丸
太

・
第
3
四
半
期
の
実
績
は
住
宅
着
工
の
回
復
、

国
産
材
合
板
へ
の
シ
フ
ト
促
進
、
輸
入
合
板
減

少
、
フ
ロ
ア
台
板
等
へ
の
国
産
合
板
の
需
要
増

で
前
年
同
期
比
で
増
。
第
4
四
半
期
は
同
様
の

需
要
は
あ
る
が
前
年
同
期
比
で
減
少
の
見
込

み
。
平
成
29
年
第
1
四
半
期
は
被
火
災
工
場
生

産
再
開
も
前
年
同
期
並
み
、
第
2
四
半
期
は
被

災
工
場
本
格
再
稼
働
に
よ
り
第
1
四
半
期
よ
り

増
加
も
前
年
同
期
比
で
減
少
の
見
通
し
。

（
２
）
米
材

①
丸
太

・
需
要
は
平
成
29
年
第
1
四
半
期
が
米
国
利
上

げ
、
為
替
に
左
右
さ
れ
る
が
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト

在
庫
少
な
く
、
入
荷
増
期
待
で
き
ず
堅
調
に
推

移
、
価
格
は
強
保
合
で
推
移
し
、
工
場
の
生
産

増
加
は
期
待
で
き
ず
。
第
2
四
半
期
は
為
替
に

注
目
が
必
要
、国
産
・
外
材
と
も
堅
調
に
推
移
、

需
要
は
前
年
同
期
比
減
と
思
わ
れ
る
。

・
供
給
は
第
3
四
半
期
実
績
が
前
年
同
期
比

増
、
第
4
四
半
期
は
需
要
堅
調
で
一
定
量
の
入

荷
が
見
込
ま
れ
る
。
平
成
29
年
第
1
四
半
期
は

年
始
か
ら
伐
採
量
を
見
込
め
、
入
荷
も
順
調
と

予
想
。
第
2
四
半
期
は
現
地
伐
採
も
順
調
、
第

1
四
半
期
に
比
べ
入
荷
量
増
と
予
想
。

②
製
材
品

・
第
3
四
半
期
実
績
需
要
量
は
プ
レ
カ
ッ
ト
工

場
稼
働
率
上
が
り
、
荷
動
き
回
復
、
年
内
こ
の

ペ
ー
ス
期
待
さ
れ
る
が
価
格
上
昇
に
は
至
ら
ず

円
高
に
救
わ
れ
て
い
る
感
が
強
い
。
平
成
29
年

第
1
四
半
期
は
予
想
外
の
急
速
な
円
安
、
北
米
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材
コ
ス
ト
上
昇
が
予
想
さ
れ
、
相
場
上
が
ら
な

い
と
新
規
買
い
付
け
難
し
い
。
第
2
四
半
期
は

円
安
も
続
か
ず
景
気
も
昨
年
よ
り
悪
化
の
可
能

性
、
住
宅
金
利
上
昇
傾
向
で
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場

も
春
以
降
の
受
注
読
め
な
い
状
況
。

・
供
給
は
第
3
四
半
期
実
績
昨
年
同
期
ほ
ぼ

同
、
Ｓ
Ｐ
Ｆ
に
大
手
ビ
ル
ダ
ー
等
の
先
行
手
当

て
で
予
想
よ
り
増
。
第
4
四
半
期
は
プ
レ
カ
ッ

ト
向
け
受
注
は
来
年
1
月
ま
で
高
位
安
定
、
ダ

グ
ラ
ス
フ
ァ
ー
は
引
き
続
き
低
調
。
平
成
29
年

第
1
四
半
期
見
通
し
は
例
年
比
少
な
く
、
1
～

2
月
ま
で
は
プ
レ
カ
ッ
ト
向
け
受
注
動
向
等
で

安
定
と
予
想
2
～
3
月
入
港
Ｓ
Ｐ
Ｆ
は
例
年
不

需
要
期
で
数
量
減
、
第
2
四
半
期
は
米
加
関
税

率
設
定
で
日
本
向
け
供
給
量
は
異
な
っ
て
く
る

が
日
本
向
は
多
少
増
と
予
想
。

（
３
）
欧
州
材
（
製
材
品
供
給
）

・
平
成
29
年
第
1
四
半
期
は
各
社
フ
ル
生
産
で

ラ
ミ
ナ
・
原
板
と
も
順
調
、
端
柄
材
も
船
積
遅

れ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
が
完
了
見
込
。
第
2
四

半
期
は
需
要
減
・
円
安
要
因
あ
る
が
大
幅
な
減

少
は
な
く
、
例
年
通
り
の
水
準
の
見
込
み
。

（
４
）
南
洋
材

①
丸
太

・
製
材
向
け
需
要
は
第
3
四
半
期
実
績
が
雨
期

前
手
当
し
た
が
苦
戦
し
供
給
に
見
合
っ
た
出

荷
、
第
4
四
半
期
は
現
地
丸
太
出
材
減
に
伴
い

出
荷
減
の
予
想
。
平
成
29
年
第
1
四
半
期
は
供

給
に
見
合
っ
た
需
要
で
前
年
同
期
比
減
、
第
2

四
半
期
も
同
様
も
前
年
同
期
並
み
の
見
通
。

・
合
板
向
け
需
要
は
第
3
四
半
期
実
績
が
針
葉

樹
合
板
へ
の
シ
フ
ト
、マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
低
迷
、

産
地
価
格
高
止
ま
り
で
前
年
同
期
比
減
、
第
4

四
半
期
は
前
期
動
向
の
加
速
化
と
ラ
ワ
ン
単
板

輸
入
漸
増
で
前
年
同
期
比
減
少
見
通
。
平
成
29

年
第
1
四
半
期
、
第
2
四
半
期
と
も
前
記
要
因

樹
構
造
用
合
板
の
手
当
開
始
し
前
年
同
期
比
増

の
見
込
。
平
成
29
年
第
1
四
半
期
は
季
節
要
因

で
落
ち
込
む
北
日
本
地
区
以
外
で
住
宅
受
注
好

調
に
推
移
し
非
住
宅
木
造
建
築
物
の
増
加
で
針

葉
樹
構
造
用
合
板
は
好
調
維
持
、
プ
レ
カ
ッ
ト

メ
ー
カ
ー
へ
の
納
入
遅
れ
気
味
状
態
続
く
と
予

想
。
第
2
四
半
期
は
住
宅
需
要
が
多
少
落
ち
込

む
が
フ
ロ
ア
台
板
へ
の
供
給
増
、
型
枠
合
板
は

一
部
型
枠
納
材
業
者
の
手
当
て
に
よ
り
国
産
合

板
需
要
は
好
調
に
推
移
す
る
と
予
想
。

・
供
給
は
第
3
四
半
期
実
績
で
前
年
同
期
比

増
、
第
4
四
半
期
も
同
様
前
年
同
期
比
増
の
見

込
。
平
成
29
年
第
1
四
半
期
及
び
第
2
四
半
期

は
前
期
同
程
度
で
推
移
と
思
わ
れ
る
が
、
住
宅

着
工
動
向
及
び
型
枠
合
板
需
要
動
向
に
注
目
。

②
輸
入
合
板

・
需
要
は
第
3
四
半
期
実
績
が
型
枠
合
板
、
構

造
用
合
板
と
も
荷
動
悪
く
中
間
決
算
を
控
え
商

社
が
在
庫
処
分
売
を
行
い
、
前
年
同
期
比
で
減

少
、
第
4
四
半
期
は
国
産
構
造
用
合
板
の
入
荷

遅
で
一
部
プ
レ
カ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
が
代
替
に
輸

入
構
造
用
合
板
へ
の
手
当
て
を
行
い
、
価
格
の

低
い
型
枠
合
板
の
手
当
を
型
枠
納
材
業
者
が
行

い
型
枠
及
び
構
造
用
合
板
の
在
庫
が
払
底
状
況

と
な
り
一
部
仮
需
も
起
こ
り
強
気
配
の
展
開
。

平
成
29
年
第
1
四
半
期
は
住
宅
需
要
好
調
に
支

え
ら
れ
、
国
産
構
造
用
合
板
の
代
替
の
輸
入
構

造
用
合
板
需
要
続
き
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
メ
ー

カ
ー
の
輸
入
フ
ロ
ア
台
板
手
当
続
く
と
予
想
。

輸
入
合
板
は
不
確
定
要
素
多
く
、
価
格
の
安
定

し
た
国
産
合
板
へ
の
需
要
は
拡
大
し
て
い
く
と

予
想
。
第
2
四
半
期
は
国
産
メ
ー
カ
ー
が
型
枠

合
板
及
び
フ
ロ
ア
台
板
の
供
給
力
つ
け
、
輸
入

合
板
の
需
要
が
減
少
。
産
業
用
需
要
の
薄
・
中

厚
合
板
は
国
産
合
板
に
供
給
能
力
な
く
引
き
続

き
輸
入
合
板
中
心
に
手
当
て
が
行
わ
れ
、
梱
包

で
前
年
同
期
比
減
、
新
潟
港
閘
門
閉
鎖
に
よ
り

特
に
第
1
四
半
期
の
減
少
大
と
予
想
。

・
供
給
は
第
3
四
半
期
実
績
が
前
年
同
期
並
み

で
ほ
ぼ
需
要
に
見
合
っ
た
入
荷
、
第
4
四
半
期

は
メ
ー
カ
ー
閉
鎖
に
加
え
駆
け
込
み
配
船
も
な

く
前
年
同
期
比
大
幅
減
の
見
込
。
平
成
29
年
は

年
間
入
荷
予
想
18
万
㎥
で
四
半
期
毎
4
・
5
万

㎥
の
予
想
も
第
1
四
半
期
が
2
～
3
月
の
新
潟

港
閘
門
閉
鎖
で
大
幅
減
、
第
2
四
半
期
は
新
潟

港
閘
門
閉
鎖
を
見
込
ん
で
の
在
庫
積
増
し
で
、

需
要
量
以
上
の
供
給
は
な
い
と
予
想
。

②
製
材
品

・
需
要
は
第
3
四
半
期
実
績
が
好
調
な
住
宅
着

工
、店
舗
関
係
な
ど
実
需
増
で
前
年
同
期
比
増
、

第
4
四
半
期
は
前
期
並
の
実
需
見
通
。
平
成
29

年
第
1
四
半
期
は
住
宅
着
工
未
完
工
物
件
等
に

よ
り
実
需
増
、
第
2
四
半
期
も
手
堅
い
実
需
と

予
想
。

・
供
給
は
第
3
四
半
期
実
績
が
前
年
同
期
並
、

第
4
四
半
期
は
雨
季
入
で
原
木
供
給
減
で
入
荷

量
減
と
予
想
。
平
成
29
年
第
1
四
半
期
は
ネ
シ

ア
メ
ル
ク
シ
フ
リ
ー
板
供
給
減
で
減
少
、
第
2

四
半
期
は
雨
季
明
で
数
量
回
復
の
見
通
し
。

（
５
）
北
洋
材

①
丸
太

・
需
要
は
第
3
四
半
期
実
績
が
前
年
同
期
比

減
、
第
4
四
半
期
も
製
材
の
需
要
回
復
見
込
み

な
く
、
板
の
需
要
も
低
く
前
年
同
期
比
減
の
見

込
。
平
成
29
年
第
1
四
半
期
及
び
第
2
四
半
期

は
需
要
回
復
見
込
め
ず
前
記
同
水
準
と
予
測
。

・
供
給
は
平
成
29
年
第
1
四
半
期
が
現
状
の
引

き
合
い
・
出
材
状
況
か
ら
入
荷
は
限
定
的
、
第

2
四
半
期
は
合
板
用
米
材
の
出
材
・
価
格
次
第

で
あ
る
が
入
荷
減
と
予
想
。

②
製
材
品
（
供
給
）

・
第
3
四
半
期
実
績
は
中
規
模
工
場
の
入
荷
量

が
夏
を
通
し
安
定
し
て
お
り
入
荷
量
伸
び
た
。

第
4
四
半
期
は
冬
シ
ー
ズ
ン
早
く
始
ま
っ
た
が

入
荷
1
月
以
降
と
な
り
大
き
な
増
減
は
な
い
と

予
想
。
平
成
29
年
第
1
四
半
期
は
20
万
㎥
程
度

の
可
能
性
あ
る
が
、
日
本
向
け
の
集
材
に
苦
戦

し
て
お
り
、
第
2
四
半
期
は
予
想
難
し
い
が
同

程
度
と
予
想
。

（
６
）
Ｎ
Ｚ
・
チ
リ
材

①
丸
太

・
需
要
は
平
成
29
年
第
1
四
半
期
の
輸
出
上
向

く
が
円
建
原
料
費
上
昇
し
内
地
材
シ
フ
ト
進

み
、
高
需
要
期
も
Ｎ
Ｚ
材
は
頭
打
、
第
2
四
半

期
は
低
需
要
期
で
原
木
需
要
は
下
落
と
予
想
。

・
供
給
は
平
成
29
年
年
間
入
荷
予
想
が
44
万
㎥

で
、第
1
四
半
期
、第
2
四
半
期
は
四
半
期
ベ
ー

ス
11
万
㎥
の
見
通
。

②
製
材
品

・
需
要
は
平
成
29
年
第
1
四
半
期
が
高
需
要

期
、
円
安
で
輸
出
梱
包
需
要
後
押
し
す
る
と
見

ら
れ
前
年
同
期
や
や
減
を
見
込
む
が
円
安
加
速

あ
れ
ば
需
要
伸
び
る
可
能
性
、
第
2
四
半
期
は

低
需
要
期
の
た
め
減
少
見
通
。
Ｎ
Ｚ
材
は
フ

リ
ッ
チ
大
幅
減
に
よ
り
需
要
も
30
％
減
、
チ
リ

材
は
共
同
配
船
無
く
な
り
入
荷
時
期
不
安
定
と

な
り
需
要
も
5
～
10
％
ダ
ウ
ン
と
予
想
。

・
供
給
は
年
間
8
船
の
予
定
、
平
成
29
年
第
1

四
半
期
、
第
2
四
半
期
と
も
Ｎ
Ｚ
材
は
月
16
千

㎥
、
チ
リ
材
は
月
50
千
㎥
を
見
込
が
船
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
多
少
ば
ら
つ
き
が
出
る
と
予
想
。

（
７
）
合
板

①
国
内
製
造

・
需
要
は
第
3
四
半
期
実
績
で
大
手
ハ
ウ
ス

メ
ー
カ
ー
と
大
手
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
が
針
葉
樹

構
造
用
合
板
の
手
当
拡
大
で
前
年
同
期
比
増
、

第
4
四
半
期
は
中
小
工
務
店
・
ビ
ル
ダ
ー
が
住

宅
受
注
拡
大
、
中
小
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
も
針
葉
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式
典
に
当
た
り
安
藤
裕
一
社
長
は
、「
昨
年

の
住
宅
着
工
は
約
96
～
97
万
戸
で
低
金
利
、
消

費
税
の
先
行
、
賃
貸
住
宅
の
好
調
等
に
支
え
ら

れ
、
駆
込
需
要
時
を
や
や
下
回
割
る
程
度
で
好

調
。
当
社
の
業
況
も
ま
ず
ま
ず
だ
っ
た
。
自
分

た
ち
の
力
と
勘
違
い
す
る
こ
と
な
く
、
気
を
引

き
締
め
、
材
工
も
念
頭
に
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
。
今
年
の
住
宅
着
工
は
89
万
戸
程
度
と
見
込

ま
れ
る
が
、「
不
況
も
ま
た
よ
し
」
で
あ
る
」

等
挨
拶
し
た
。

来
賓
の
下
平
署
長
の
挨
拶
の
他
、
県
水
越
次

長
兼
林
政
課
長
、
県
林
業
協
会
石
川
理
事
長
及

び
県
木
協
連
生
井
理
事
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
た
。
昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
茨
城
県
木
材
ま

つ
り
の
入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
。

▽
農
林
水
産
大
臣
賞
（
造
作
用
）（
有
）
鉾
田

製
材
所
（
笠
間
市
）
▽
林
野
庁
長
官
賞
（
下
地

用
）（
株
）
東
山
木
材
（
笠
間
市
）
▽
関
東
森

林
管
理
局
長
賞
（
下
地
用
）（
有
）
野
上
製
材

所
（
常
陸
大
宮
市
）
▽
茨
城
県
知
事
賞
（
下
地

用
）
川
井
木
材
（
株
）（
大
子
町
）
▽
茨
城
県

農
林
水
産
部
長
賞
（
造
作
用
）（
有
）
川
井
商

店
（
大
子
町
）
▽
全
木
連
会
長
賞
（
下
地
用
）

田
中
木
材
店（
高
萩
市
）▽
全
市
連
会
長
賞（
構

造
用
）（
株
）
林
産
（
常
陸
太
宮
市
）

初
市
の
セ
リ
に
は
多
く
の
買
方
様
が
参
加
し

構
造
材
か
ら
造
作
材
ま
で
活
発
に
買
わ
れ
た
。

■
『
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞 

２
０
１
６
』

農
林
水
産
大
臣
賞
・
林
野
庁
長
官
賞
等
決
定
！

「
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
１
６
」
の
農
林

水
産
大
臣
賞
（
最
優
秀
賞
）
１
点
、
林
野
庁
長

官
賞
（
優
秀
賞
）
９
点
、
審
査
委
員
長
賞
（
奨

励
賞
）
15
点
が
決
定
し
た
。
農
林
水
産
大
臣
賞

（
最
優
秀
賞
）
は
、「
歳
月
を
経
て
変
わ
る
こ
と

を
愛
で
る
」に
つ
い
て
木
を
用
い
て
具
現
化
し
、

多
様
な
樹
種
と
日
本
古
来
の
伝
統
技
法
な
ど
を

取
り
入
れ
た
コ
ン
セ
プ
ト
カ
ー「SETSU

N
A

」

（
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
）
が
受
賞
し
た
。

最
優
秀
賞
を
は
じ
め
世
界
に
誇
る
日
本
の
技
術

力
を
生
か
し
た
も
の
、
世
界
の
観
光
客
を
「
木

の
温
も
り
で
お
も
て
な
し
」
す
る
も
の
な
ど
新

用
途
の
木
材
利
用
の
先
進
例
が
入
選
し
て
い

る
。
林
野
庁
長
官
賞
は
以
下
の
と
お
り
。

①
Ｊ
パ
ネ
ル
（
鳥
取
）（
協
）
レ
ン
グ
ス
、

②
耐
震
補
強
技
術T-FoRest

（
大
阪
）（
株
）

竹
中
工
務
店
、
③Roll Press W

ood

（
山
形
）

（
株
）
天
童
木
工
、
④
日
本
橋
と
や
ま
館
「
富

山
ら
し
さ
を
表
現
す
る
木
づ
か
い
」（
東
京
）

富
山
県
、（
株
）乃
村
工
藝
社
、⑤
新
柏
ク
リ
ニ
ッ

ク
（
千
葉
）
医
療
法
人
社
団
中
郷
会
新
柏
ク
リ

ニ
ッ
ク
、（
株
）
竹
中
工
務
店
、
⑥
産
官
学
連

携
「
病
院
木
質
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
北
海
道
）

（
株
）
ハ
ル
キ
、
札
幌
市
立
大
学
、
北
海
道
ほ

か
⑦
堀
切
の
家
（
東
京
）
桜
設
計
集
団
一
級
建

築
士
事
務
所
ほ
か
、
⑧
平
成
28
年
熊
本
地
震
に

お
け
る
木
造
応
急
仮
設
住
宅
の
供
給
（
熊
本
）

日
本
建
築
士
連
合
会
、木
と
住
ま
い
研
究
協
会
、

⑨
大
工
と
組
む
わ
が
家
再
生
（
愛
知
）（
株
）

新
和
建
設
。

木
簡
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
日
本
で

は
昭
和
の
末
に
平
城
京
長
屋
王
邸

（
奈
良
時
代
）
跡
か
ら
大
量
に
発
見

さ
れ
て
話
題
に
な
っ
た
。中
国
で
は
、

書
写
材
料
と
し
て
紙
が
広
く
使
わ
れ

る
ま
で
竹
簡
と
と
も
に
文
書
材
料
の

主
役
と
し
て
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い

た
。
中
国
で
は
書
物
に
は
竹
簡
が
多
く
使
用
さ

れ
た
と
の
こ
と
。
中
国
か
ら
日
本
に
文
字
が
大

量
に
伝
わ
っ
た
時
代
に
は
、
す
で
に
中
国
で
は

紙
が
あ
っ
た
の
で
、
竹
簡
の
書
物
や
文
書
は
伝

わ
ら
ず
、
日
本
は
竹
が
豊
富
で
あ
る
に
も
係
わ

ら
ず
竹
簡
は
出
土
し
て
い
な
い
そ
う
で
あ
る
。

一
方
、
木
簡
は
現
在
ま
で
に
38
万
点
以
上
も
日

本
国
内
で
見
つ
か
っ
て
い
る
。
日
本
で
多
く
使

わ
れ
発
掘
さ
れ
る
の
は
表
面
に
物
品
の
名
、
文

書
の
名
な
ど
が
書
か
れ
た
荷
札
の
役
割
を
す
る

も
の
と
の
こ
と
。
奈
良
文
化
財
研
究
所
が
平
城

京
出
土
の
木
簡
86
点
の
樹
種
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
ス
ギ
（
30
点
）
及
び
ヒ
ノ
キ
（
28
点
）
が

多
数
を
占
め
、
残
り
は
コ
ウ
ヤ
マ
キ
、
サ
ワ
ラ
、

カ
ヤ
及
び
広
葉
樹
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
中
国

で
は
、
地
域
に
よ
っ
て
、
樹
種
が
異
な
る
よ
う

だ
が
、
紅
柳
（
タ
マ
リ
ス
ク
）、
胡
楊
（
コ
ト

カ
ケ
ヤ
ナ
ギ
）、
松
（
紅
松
：
チ
ョ
ウ
セ
ン
ゴ

ヨ
ウ
：
、油
松
：
マ
ン
シ
ュ
ウ
ク
ロ
マ
ツ
：
等
）

及
び
雲
杉
（
ト
ウ
ヒ
属
）
等
、
朝
鮮
半
島
で
は

松
（
ア
カ
マ
ツ
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
ゴ
ヨ
ウ
）
が
多

く
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
の

国
に
お
い
て
も
身
近
に
あ
っ
て
、
入
手
が
容
易

で
加
工
し
や
す
く
、
耐
久
性
の
あ
る
も
の
が
利

用
さ
れ
て
い
る
。
木
材
の
利
用
分
野
は
世
に
つ

れ
て
変
わ
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
木
材
の
特
性
を

活
用
し
て
我
々
の
身
近
に
木
材
を
利
用
し
て
生

活
を
豊
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

雑 記 帳

用
合
板
も
引
き
続
き
安
定
供
給
さ
れ
、
需
要
は

継
続
し
て
出
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
８
）
構
造
用
集
成
材
（
供
給
）

①
国
内
製
造

・
第
3
四
半
期
は
堅
調
な
住
宅
着
工
を
受
け
高

水
準
の
プ
レ
カ
ッ
ト
需
要
も
あ
り
荷
動
き
非
常

に
堅
調
で
生
産
量
は
前
年
同
期
比
15
千
㎥
増
、

第
4
四
半
期
も
荷
動
非
常
に
順
調
で
メ
ー
カ
ー

は
フ
ル
操
業
続
き
平
成
25
年
以
来
の
高
水
準
と

な
る
見
込
。
平
成
29
年
第
1
四
半
期
は
生
産
日

数
少
な
く
生
産
量
落
ち
込
む
傾
向
、
需
要
の

ピ
ー
ク
は
越
え
つ
つ
あ
る
が
受
注
残
も
あ
り
前

年
第
3
四
半
期
並
の
生
産
量
を
想
定
、
第
2
四

半
期
は
需
給
が
落
ち
着
き
、
ほ
ぼ
前
年
同
期
並

み
の
生
産
量
を
想
定
。

②
輸
入

・
第
3
四
半
期
実
績
は
順
調
な
入
荷
、
第
4
四

半
期
は
現
地
夏
休
明
け
の
フ
ル
稼
働
で
入
荷
順

調
の
見
込
。
平
成
29
年
第
1
四
半
期
は
需
要
旺

盛
で
第
4
四
半
期
成
約
多
く
1
～
2
月
の
入
荷

順
調
の
見
込
、
第
2
四
半
期
は
現
地
天
候
次
第

で
数
量
減
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
新
工
場
か
ら

の
出
荷
再
開
分
も
見
込
ま
れ
る
。

■
第
39
回
茨
城
県
木
材
ま
つ
り 

（
株
）
ミ
ト
モ
ク
で
表
彰
式
開
催

（
株
）
ミ
ト
モ
ク
（
茨
城
県
水
戸
市
、
安
藤

裕
一
社
長
）
の
新
春
初
市
が
１
月
18
日
に
開
催

さ
れ
、
併
せ
て
第
39
回
茨
城
県
木
材
ま
つ
り
表

彰
式
（
茨
城
県
木
協
連
主
催
）
が
行
わ
れ
た
。

来
賓
と
し
て
、茨
城
森
林
管
理
署
下
平
敦
署
長
、

茨
城
県
農
林
水
産
部
水
越
健
夫
次
長
兼
林
政
課

長
、茨
城
県
林
業
協
会
の
石
川
多
聞
理
事
長（
茨

城
県
議
）、
茨
城
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
の

生
井
邦
彦
理
事
長
、
地
元
銀
行
関
係
者
ほ
か
来

賓
等
多
数
が
出
席
し
た
。

（式典の様子）


